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1-01 2吉本響太郎 作品

花祭をたづねて
三河北設楽1111Ji!.込

1930（昭和5）年1月4日～58

9.5mmフィルム／11分半 ・

l-02渋沢敬三 作品

花祭三河北設楽1mにて

1934 （昭和9）年

16mmフィルム／12分半 貴

1-03渋沢敬三 作品

花祭 ~!Ji（三ID綱1nrrut

1930（昭和5）年4月14日

16mmフィルム／18分半 女

1-04渋沢徹三 作品

三河地方旅行

1933 （昭和8）年1月

16mmフィルム／32分 女

1-05 '82幹事E太郎 作品

三河北設楽の旅

1933 （昭和8）年1月18～6日

9.5mmフィルム／11分 ・

1-06宮本馨太郎 作品・宮本瑞夫 婦影

奥三j11Jの必然愛知県北i没来llll』u栄lllf

下粟代の花祭
1962（昭和37）年1月3日～4臼

8mmフィルム／41分 ・

国亙自量量亙m舗a温~・m温温

2・01宮本軍事太郎 作品

地i.m胤俗資約

奥利根の流れ
併）.!Jl'.¥利相rnr.水上村

1930 （昭和5）年5月5日

9.5mmフィルム／15分半 ・

2・02宮本馨太郎 作品

片品川に沿うて

1930（昭和5）年9月6日～9日

9.5mmフィルム／14分 ・

2-03渋沢敬三 作品

昔l侍のi車輪制度

。切111.tiiilの中馬
1931 （昭和6）年9月

16mmフィルム／16分半 ＊ 

2-04渋沢敬三 作品

越後三而行
1933 （昭和8）年5月

16mmフィルム／18分 女

2-05宮本書太郎作品

三而風景
1936（昭和11）年11月28臼～30日

9.5mmフィルム／5分 ・

2-06渋沢敬三 作品

男鹿、能代、ii.長琴、石和11、八戸
1934 （昭和9）年9月～10月

16mmフィルム／20分半 大

2-07渋沢敬三 作品

谷浜

1935 （昭和10）年2月

16mmフィルム／9分 女

2-08渋沢敬三 作品

桑取谷
1935（昭和10）年2月

16mmフィルム／19分 女

画~司!C~舟:r;.~_e究E彊珂tfai'.li剖

3-01渋沢敬三 作品

飛ぬと~I!峰三1~ 1：~

1931 （昭和6）年6月上旬

16mmフィルム／18分 ＊ 

3-02宮本馨太郎 作品

その日品川伊豆大山

1930 （昭和5）年7月16日

9.5mmフィルム／9分半 ・

3-03宮本軍事太郎 作品

伊豆石廊崎と堂付与
1935（昭和10）年4月14日

9.5mmフィルム／4分 ・

3-04宮本事喜太郎 作品

八丈l誌の記録 1：~の生活

1931 （昭和6）年7月

9.5mmフィルム／9分半 ・

3-05宮本馨太郎作品

j也.f!I!将数M映画lij八丈島の話
1931 （昭和6）年7月

1933 （昭和8）年再編集

9.5mmフィルム／14分半 ・



3-06宮本馨太郎 作品

佐渡

1932 （昭和7）年8月

9.5rnrnフィルム／11分 ・

3-07宮本欝太郎 作品

或る漁村の風景

1932 （昭和7）年8月媛影

1932 （昭和7）年11月編集

9.5rnrnフィルム／9分 ・

3-08宮本馨太郎 作品

位ヶiiliのほとり

1931 （昭和6）年（推定）

9.5rnrnフィルム／4分半 ・

3-09宮本馨太郎 作品

郷土舞踊古念。ll踊
1931 （昭和6）年1月5日

9.5rnrnフィルム／10分半 ・

3-10宮本馨太郎 作品

i立ヶiiliにて
1935 （昭和10）年8月17日～18日

9.5rnrnフィルム／7分半 ・

3-11宮本馨太郎 作品

純教.f'.tl決jilij~1\'i品・小学五、六年川

十和田湖

1933（昭和8）年8月

9.5rnrnフィルム／11分 ・

3-12渋沢敬三 作品

問時仙岩峠館内

1933 （昭和8）年9月

16rnrnフィルム／15分 女

4・01渋沢敬三 作品

十嶋鴻爪

1934 （昭和9）年5月

16rnrnフィルム／52分半 女

4・02宮本馨太郎 作品

鹿児島県下硫黄島の太続出B
1934 （昭和9）年5月14日

9.5rnrnフィルム／2分 ・

4-03宮本馨太郎 作品

薩南十品
1934 （昭和9）年5月12日～22日

9.5rnrnフィルム／14分 ・

4-04渋沢敬三 作品

I＼~岐之島景観
1934 （昭和9）年5月

16rnrnフィルム／11分 女

4-05宮本馨太郎 作品

隠岐

1934 （昭和9）年5月23日～278

9.5rnrnフィルム／3分半 ・

4-06渋沢敬三 作品

塩飽

1937 （昭和12）年5月

16rnrnフィルム／28分半 ＊ 

4-07渋沢敬三 作品

志摩崎山
1937 （昭和12）年5月

16rnrnフィルム／10分半 ＊ 

腿亘IW掴富盛坦・・・岨量耐

5-01宮本馨太郎 作品

うもほの出来るまて

1930（昭和5）年8月11日

9.5rnrnフィルム／11分半 ・

5-02渋沢敏三 作品

問中喜多美氏菜靴製作

1933 （昭和8）年8月26日

16rnrnフィルム／12分半 女

5--03渋沢敬三 作品

イタヤ細工製作者 渡部小勝君

1934 （昭和9）年11月9日

16rnrnフィルム／18分 台

5-04渋沢敬三 作品

古志郡竹沢村角突

1935（昭和10）年4月

16rnrnフィルム／12分半 女

5-05宮本馨太郎 作品

越後竹沢村角突

1935 （昭和10）年4月27日～29日

9.5rnrnフィルム／6分半 ・

5-06渋沢敬三 作品

直江津H・凹家行事・

白萩村アワラ田植

1936 （昭和11）年1月、 6月

16rnrnフィルム／13分 貴

5-07宮本馨太郎 作品

珍しい深聞の問植

1936 （昭和11）年6月13日～14日

9.5rnrnフィルム／3分 ・

5-08宮本馨太郎 作品・宮本務夫 侮影

あわらの田植え

1962 （昭和37）年5月～9月

16rnrnフィルム／35分 ・

盟国a国車雇通函鐘量墨l!IW温温

6-01渋沢敬三 作品

多島海探訪記

1936 （昭和11）年8月

16rnrnフィルム／27分 女

6-02宮本義太郎 作品

朝鮮前！Iii主!Jlにて

1936（昭和11）年7月～8月

9.5rnrnフィルム／13分半 ・
6-03アチックミューゼアム作品

宮2ド馨太郎 j級車Z

台湾高雌州i~JJ州，！HI下
パイワン族の採訪記録

1937 （昭和12）年3月26日～4月6日

16rnrnフィルム／47分半 女

6-04宮本馨太郎 作品

オロツコ・ギリヤークの生活

1938（昭和13）年8月19日～31日

16rnrnフィルム／18分 ・

6-05渋沢敬三 作品

i・1XI州

1935 （昭和10）年4月～5月

16rnrnフィルム／37分半 女
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